


新中期経営計画（2021-2023年度）の全体像

地域・事業戦略（概要）

　新中期経営計画を達成するための戦略を地域・事業別に

ご説明します（地域・事業戦略の詳細は、P.53-76を参照ください）。

　1 世界最大の市場である中国では、汎用における強固な

ブランド力や販売網、不動産ディベロッパーとの提携関係を

生かして、市場シェアを高め、毎期10％前後の売上成長を

果たしていきます。競争環境の激化に伴いプロモーション費用

などの増加は見込まれるものの、増収効果によりマージンは

維持していきます。

　トルコは、人口増加とGDP成長が期待できることから、

マルチブランド戦略によってシェア拡大を図るとともに、

ETICS事業の強化やトルコ近隣の国外への展開で、毎期10

～15％の売上成長を目指します。

　2 オセアニアは、安定したGDP成長や人口増加を背景に、

補修・改修を中心とした市場拡大を見込んでおり、同市場への

展開を加速します。また、デジタルプラットフォームの活用に

よる顧客エンゲージメントの向上などで、毎期5％前後の売上

成長、利益率の向上を図っていく計画です。

　3 日本は、汎用市場において環境意識の高まりを背景とした

水性塗料の販売機会が増加しているほか、抗ウイルス塗料

などの新規需要が拡大しているため、抗ウイルス製品などの

拡充、営業・プロモーションを強化していきます。また、DXを

活用した生産自動化の推進などにも取り組み、日本事業全体

で毎期5％前後の売上成長、マージンを改善していきます。
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中国を含むアジア・トルコなどの高成長市場では、
マージンを確保しつつ、売上収益拡大により利益を成長

2 安定成長市場のオセアニアでは、
市場成長率を上回る売上・利益成長を確保

3 日本では、中長期的な観点から設備更新や合理化投資を実施。
競争優位性と生産性向上を実現するとともに新需要創出を図る

4 自動車用事業は、生産台数の回復を想定し、顧客ニーズをグローバルベースで捉え、
技術力の向上・品質保証体制の強化によるシェア拡大・新規取引獲得を目指す

5 DuluxGroupやBetek Boyaが有するSAF※1やCC※2、ETICS※3などの
経験を活用し、塗料周辺事業を中国・アジア地域で展開

　4 自動車用事業は、2023年度には自動車生産台数は

コロナ前の水準に回復する見込みであり、当社グループとして

は、NIPSEA中国の営業力と日本の技術開発力を活用して

中国で大きくシェアを拡大するとともに、欧米でも着実に優位性

を確保することで、毎期5～10％の売上成長を計画しています。

　5 塗料周辺事業は、顧客ニーズの高まりに伴い世界各地

で拡大を見せており、有望な市場と見込んでいます。当社

グループでは、DuluxGroupが保有する接着剤「Selleys」や、

Betek BoyaのETICSなどについて、「力強いパートナー

シップ」を通じてグループ内展開が可能と考えています。また、

NIPSEAのProject事業でも、顧客サイドから塗料周辺製品

への需要が高まっており、既存の流通網やパートナーシップを

活用するとともに、戦略的な投資を進め、毎期5～10％の売上

成長を目指していきます。

　このように、2023年度は、いずれの地域・事業も売上成長を

想定し、利益率は維持もしくは改善を図ることで、全体として、

業界内でもトップクラスの高い成長を実現していきます。
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